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Introduction & Acknowledgement

ビール産業に関しては、国内外のM&A、国内市場の動向、大手4社の経営戦略、新製品の発売等々、
日々多くの新聞報道や業界情報がありますが、個別に見ていても全体像が分かりずらく、

情報を整理したい、業界の実情や歴史、世界情勢などについてまとめておきたい、と思って本資料を作成したものです。

当社は日本の大手ビール各社、多くの地ビール醸造所の皆様とお取り引きいただいています。
この資料を作成したのは、皆様にお取り引きいただいているが故で、改めてビールのお取引各社に感謝の意を表します。
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公開された情報を基本に作成していますが、誤謬もあるかもしれません。ご指摘いただければ幸いです。
（ 2012年4月20日JBA総会での発表をベースに作成したもの text: 喜多常夫）



ビール類の出荷量：約20年の推移（ビール酒造組合の大手5社のみ）

出所：ビール酒造組合＋発泡酒税制を考える会
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ビール類の出荷量：約20年の推移（ビール酒造組合の大手5社のみ）

800 第三ビ：リキュール（発泡性①）

出所：発泡酒税制を考える会＋当社推定
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ビール類の出荷量：約140年の推移（ビール産業黎明期から）

万KL
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ビール類合計 第三ビ

発泡酒 ビール

「ビール醸造設備発展の系統的調査」 藤沢英夫（元、キリンビール）
国立科学博物館 技術の系等化調査報告 第14集 2009年5月29日発行

http://sts.kahaku.go.jp/diversity/document/system/pdf/058.pdf
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日本のビール産業の140年の歴史
出所 ビ ル酒造組合のウ ブサイトに2011年まであ た資料を加

文字が小さくて読みにくいので、
主なところを書きたすと、、、

出所：ビール酒造組合のウェブサイトに2011年まであった資料を加工

タカラビール1870年、米人コー
プランドによる日本
初の醸造所

麒麟麦酒

札幌麦酒 フジビール

大日本麦酒誕生

大日本麦酒がアサヒ
とサッポロに分割

ヱビス麦酒

アサヒ麦酒

桜田麦酒桜田麦酒、
のちの東京麦酒

サクラ麦酒

丸三麦酒、
のちのカブト麦酒

三ッ鱗麦酒
カスケードビール→寿屋のオラガ
ビール→東京麦酒（1896年～
の同名の会社とは異なる）

サントリービール、再参入

オリオンビール

日本人初
のビール醸
造販売、
渋谷麦酒

の同名の会社とは異なる）

年表にない事：1900年、
東京麦酒が日本で初め
て王冠（輸入品）を使用

年表にない事：1909年、英国人が経営
するクラウンコルク商会が横浜で日本初
の王冠工場を稼働（関東大震災の
1923年まで） ビール各社が順次採用

1994年、最低製造数量
2,000Kl→60KL
地ビール醸造所が可能に

1908年、最低製造数
量1,000石（＝180KL）
醸造所集約に拍車

1853年、川本幸
民が日本で初めて
ビールを試醸
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日本のビール産業の140年の歴史
出所 ビ ル酒造組合のウ ブサイトに2011年まであ た資料を加出所：ビール酒造組合のウェブサイトに2011年まであった資料を加工

1870～1900年ごろ：
小規模醸造所が多
数できた時代
ピーク時、100社前後
の醸造所

1900年ごろ～第二次世
界大戦：
数十社→実質2社体制
大日本麦酒と麒麟麦酒
への集約の時代 1943 1949 1957 1963 1967 1995の醸造所 の集約の時代 1943

～
1949
2社
大日
本麦

1949
～
1957
3社
大日
本麦

1957
～
1963
5社
宝酒
造と

1963
～
1967
6社
サント
リ が

1967
～
1995
5社
宝酒造が
撤退

1995
～

地ビール認可
ピーク時、300
社前後 醸造本麦

酒＋
麒麟
麦酒

本麦
酒が
アサ
ヒと
サッ

造と
オリ
オン
が参
入

リーが
参入
（再参
入）

撤退 社前後の醸造
所→現在200
社程度

サ
ポロ
に分
割

入

61935年ごろの状態→8ページ明治中期の状態→7ページ
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明治のビール産業：「多くの醸造所があった時代」

地ビールで復活
（石川酒造）

寿屋（現、サ
ントリー）が、
かつて造 てかつて造って
いたビール

醸造協会誌2011年12月号 7
「ビール醸造設備発展の系統的調査」 藤沢英夫（元、キリンビール）
国立科学博物館 技術の系等化調査報告 第14集 2009年5月29日発行

http://sts.kahaku.go.jp/diversity/document/system/pdf/058.pdf



「大日本麦酒30年史」（昭和11年3月発行）から

1935年ごろ（戦前）のビール産業：「集約と海外展開の時代」

1935年（昭和10年）頃の日本の麦酒メーカーの所在地。大日本麦酒の13の工場中には「青島工場（中国・山東省）」

が含まれます。（青島ビールは、今またアサヒビールが20％の株保有）

当時、大日本麦酒のほかには、国内に「麒麟麦酒」「櫻麦酒」「東京麦酒」の3社、朝鮮半島に「朝鮮麦酒」「昭和麒

麟麦酒」の2社 台湾に「高砂麦酒」がありました

8

麟麦酒」の2社、台湾に「高砂麦酒」がありました。

「櫻麦酒」：1943年に大日本麦酒が吸収合併 「東京麦酒」：寿屋－現サントリー－のオラガビールを大日本と麒麟

の共販会社が買収して設立したが1948年解散 「朝鮮麦酒」：戦後、Crownを経て現在Hite-Jinro 「昭和麒麟麦

酒」：戦後、OBビールとなって現在に至る 「高砂麦酒」：戦後、台湾公売局を経て現在TTL台北啤酒（ビール）工場



2011-12年の日本の大手ビール4社：脱ビール、脱日本

時代は繰り返す：再び「集約と海外展開の時代」

 国内：ビール以外を含めた総合酒類化 （キリン→メルシャンの完全子会社化、アサヒ→甲乙混和焼酎、サッポロ→

バカルディの販売、サントリー→ソウルマッコリ、など）

 国内：総合飲料化、M&A、ブランド買収 （サッポロ→ポッカ、アサヒ→六甲のおいしい水（ハウス）、サントリー→アセ国 総合飲料 、 、 買 （ 、 甲 水（ ）、

ロラ（ニチレイ）、アサヒ→カゴメの麦茶、など。2012年4月にはアサヒがカルピス買収の報道）

 国内：酒類以外への多角化 （キリン→協和発酵キリン、アサヒ→ベビーフードの和光堂、など）

 海外：ビール事業（と酒類事業）の国際化 日本勢は、1980～1990年代から世界最大の市場になると見込まれた

中国市場↑を一番の狙い目として活動していた。（中国への進出年：サントリー1984年、アサヒ1994年、キリン1996

年など） しかし、2005年ころ以降は欧米勢（AB InBev、SAB Millerなど）や中国資本（華潤雪花、青島、燕京な

ど）に押されて苦戦。日本勢は中国（＝最大の成長マーケット）を重視しながらも、主戦場を、韓国↑＊（キリン、ア

サヒ、サッポロ、サントリー）、ベトナム↑（サッポロ）、北米→（サッポロ、サントリー）、ブラジル↑（キリン）、オーストラリア

→（キリン）、ヨーロッパ→ （アサヒ、キリン） 、ロシア↑（アサヒ、キリン）などに分散しつつある。「成長重視」から「ニッチ

&プレミアム」の戦略へ修正を余儀なくされている？ （↑→はビ ル市場の成長動向 ＊韓国の↑は輸入ビ ルの&プレミアム」の戦略へ修正を余儀なくされている？ （↑→はビール市場の成長動向。＊韓国の↑は輸入ビールの

み↑ ）

 海外：飲料事業の国際化 日本勢は、ビール集中路線ではなく、清涼飲料やビール以外の酒類でM&Aを行い、

活路を見出そうとしている活路を見出そうとしている。

 4社ともホールディングカンパニー化（2011年のアサヒグループHが最後）

 規模の拡大 キリン サントリ の統合はご破算に 規模の拡大：キリン・サントリーの統合はご破算に。。。

 「1社がやると残り3社も必ずやる」（いつも熾烈な競争になる→強さの源泉でもある？）
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主な工場進出・企業買収・出資 分野 重点エリア

2011-12年の日本の大手ビール4社：脱ビール、脱日本

キリン

オーストラリア：ライオン、ナショナルフーズ
中国：（96年から中国へ）麒麟啤酒

（珠海）、杭州千島湖啤酒、華潤と飲
料合併（注：華潤のビールはSAB Miller
のJV）
フィリピン：サンミゲル（48％）

ビール
酒類
清酒
飲料

アジア

パシ
フ ク

フィリピン：サンミゲル（48％）
ベトナム：インターフード
シンガポール：Fraser&Neave(15％)
ブラジル：スキンカリオール（ビールのほ
か飲料でもブラジル3位）、東山農産加
工（清酒）

飲料

乳製
品

フィック
ブラジル

アサヒ

オーストラリア：シュウェップス・オースト
ラリア、P&N（現在アサヒ・ビバレッジス）

ニュージーランド：インディペンデントリ
カー（酒類会社、ビールも生産）
中国：（94年から中国へ）北京啤酒
朝日ほか （青島ビ ルの株の約20％

ビール
酒類
飲料

ミネラ

中国
アジア

パシ朝日ほか （青島ビールの株の約20％
保有。一方、2011年、杭州と浙江の

ビール工場の出資持ち分を華潤雪花に
売却などして再編中）
マレーシア：ペルマニス（飲料）

ミネラ
ルウォー
ター

パシ
フィック

カナダ スリ マン

サッポロ

カナダ：スリーマン
ベトナム：自社ビール工場
シンガポール：2011年に買収したポッ
カの飲料工場

ビール
飲料

北米
アジア

中国：（84年から中国へ）三得利酒
(上海)など

ビール
カナダ・スリーマン ベトナム 自社工場

サント
リー

(上海)など
ニュージーランド：フルコア（飲料）

フランス：オランジーナ・シュウェップス、
ルイロワイエ（コニャック）、Ch.ラグランジュ
（ワイン）など
ドイツ：ロバートヴァイル（ワイン）

飲料
ワイン

ウイス
キー

スピリッ
ツ・リ

中国

パシ
フィック

ヨーロッ
パ
北米
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メキシコ：自社工場（Midori）
英国：ボウモア（ウイスキー）

ツ・リ
キュール

北米

サントリー上海ビール工場 Ch. ラグランジュ（フランス）

赤文字：ビール関連 青文字：ビール以外 出所：各社の決算報告やwebサイト、この1年ほどの日経新聞の記事



日本のビール産業：自社ブランドを海外に
2009～2010年ごろから自社「プレミアム」ブランドの海外販売に4社こぞって注力：2012年7月時点のチャンネルのまとめ（記述は推測を含む）

海外で売り込む
主要な「プレミ
アム」ブランド

①日本製の輸出地域の事例
（中国製など日本製以外の記述含む）

②プレミアムブランドを生
産する海外の自社工場、

または合併工場
③海外のビール企業への委託生産先

2011年
推定実績

韓国：日本製を輸出のほか、一部中国製も（韓
国1位のHite‐Jinroと販売提携）

ドイツ・ミュンヘン・ヴァイヘンシュテファン（2010
年から。2009年に麦芽100％にリニューアルした

キリン
キリン
ICHIBAN
（一番）

国1位のHite Jinroと販売提携）

シンガポール：日本製を輸出（ハイネケン系列の
APBに販売委託）

台湾：日本製のほか、中国製（一番でないブラ
ンド）も
香港：日本製のほか、中国製も（2012年7月か
らサンミゲル香港に販売委託）

中国：麒麟啤酒（珠
海）有限公司（「一番」

のほか、中・低価格ブラン
ドも生産）

年から。2009年に麦芽100％にリニュ アルした
ので「ビール純粋法」のドイツで委託生産が可能に）

ロシア・カリーニングラード・イワンタラノフ（ハイネ
ケン系列）
英国・べドフォード・ウェルズ&ヤング
アメリカ・ABのLA工場 （2012年6月から東海
岸のABのバ ジニア工場でも委託生産開始）

約 xxxKL

らサンミゲル香港に販売委託） 岸のABのバージニア工場でも委託生産開始）

アサヒ スーパー

韓国：日本製を輸出（ロッテと販売提携－ロッ
テ・アサヒ酒類。2011年、スーパードライがハイネケ
ンを抜いて韓国輸入ビールトップシェアに）

台湾：日本製のほか、中国製（スーパードライで
はないブランド）も輸出

中国：北京啤酒朝日
有限公司（「スーパードラ

チェコ・スタロップラーメンStaropramen（2000年
から。最初の海外委託）
英国・シェパードニーム（2005年から）
ロシア・モスクワ・バルチカ

約 KL
アサヒ ス パ

ドライ
はないブランド）も輸出

香港、マレーシア：日本製を輸出（カールスバー
グに販売委託）
オーストラリア：インディペンデントリカーに販売委託
中国：青島ビールの全国販売網に乗せる交渉中

有限公司（ ス パ ドラ
イ」のほか、中・低価格ブ
ランドも生産）

ロシア モスクワ バルチカ
タイ・ブンロート（タイ大手、2011年から）
マレーシア・カールスバーグ・マレーシア（2011年
から）
カナダ・モルソン・カナダ社

約 xxxKL

北南米 スリ マン（完

サッポ
ロ

サッポロ
・プレミアム

韓国：日本製を輸出のほか、一部カナダ製も
（提携先のメイル乳業のビール販売子会社に出
資）
中国・台湾：日本製を輸出
ヨーロッパ：主に日本から輸出

北南米：スリーマン（完
全子会社）で生産→北・
南米市場などに

ベトナム：ホーチミン近
郊の自社工場で2011年
生産開始

アイルランド・ギネス

オーストラリア・アデレード・クーパーズ・ブリューイ
ング（2011年から）

約 xxxKL

サント
リー

プレミアム
モルツ

（上海工場進出は早いが）プレミアムビールの海
外展開は後発。2010年からシンガポール、タイ、マ

レーシア、アメリカ西海岸、ハワイ、ロシアなどに輸
出開始。
韓国：特に注力（韓国2位のOBビールと販売提携）

（中国：上海工場などで
は中・低価格ブランドを
50万KL内外生産。台湾
向けPBブランドなども生

産するが、プレミアムモル

（現時点で、海外の委託製造はない） 約 xxxKL
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（欧州の本格進出はまだ） ツは生産していない。）

2011年推定実績 約3万KL 約6万KL 約5万KL 約14万KL

この1年ほどの日経新聞の記事＋ビバリッジジャパン誌2011年6月号＋当社推定、などで作成
各社とも、近い将来に数倍規模にする計画



韓国 ソウルにて 2011年9月
made inmade in

海外における委託生産の実態

韓国・ソウルにて、2011年9月：

サッポロ・プレミアムの壜はカナダ・スリーマン社製

キリンICHIBANの「壜」は中国製（Kirin Brewery ZHUHAI 麒麟啤酒（珠海））

なお、サッポロ・プレミアム、キリンICHIBANの「缶」は日本製

アサヒ・スーパードライ、サントリー・プレミアムモルツも日本製

made inmade in

ブラジル・サンパウ

ロにて、2011年12月：

サッポロ・プレミアムはカナ

ダのスリーマン製

キリンICHIBANはアメリカ

LAのアンホイザ―ブッシュにmade inmade in ア ホイザ ブッシ

製造委託した製品
made inmade in

アメリカ・NYにて、2011年12月：

made inmade in

picture: t.kita 12made inmade in

キリンICHIBAN 100％MALT はア

ンホイザ―ブッシュに製造委託



ドイツ・フランクフルトにてmade inmade in

海外における委託生産の実態
ドイツ フランクフルトにて

2008年12月：

サッポロ・プレミアムは日本製（委託ではない）
イタリア・トリノにて、

2011年5月：

アサヒ・スーパードライは

チェコ製

キリンICHIBANはドイツの

ヴァイヘンシュテファン製

made inmade in

フランス・サンマロにて、

2009年12月：

キリンICHIBANはロシアのカリーニン

グラードで委託生産

made inmade inmade inmade in
picture: t.kita
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d id i

海外における委託生産の実態

made inmade in &&

フランス・ニース

made inmade in made inmade in &&
台湾・台北

にて、2012年6月：

アサヒ・乾杯は中国

製（深圳青島啤酒
にて、2012年6月：

アサヒ・スーパード

ライはチェコ製

サッポロ・エビスは

製（深圳青島啤酒

朝日有限公司）

アサヒ・スパードライ

は日本製
サッポロ エビスは

日本製の334ml（委

託ではない）

made inmade in &&

台湾・台北の

セブンイレブンにて、

2012年6月：

made inmade in &&
made inmade in

2012年6月：

アサヒ・乾杯は中国製（深

圳青島啤酒朝日有限公

司）

キリンICHIBANは日本製

made inmade in &&

キリンICHIBANは日本製

キリンBarBeerは中国製

（麒麟啤酒（珠海））

サントリー・7セレクトは中

国製（三徳利啤酒（昆山））

picture: t.kita
14



日本製ビールの輸出実績(2011年の量の順）

日本のビール産業：自社ブランドを海外に
財務省貿易統計から作成

2011年(KL) 2010年(KL) 量の伸び率
2011年350ml缶
換算の輸出価格

103 大韓民国 13,128  8,348  57% ¥40
106 台湾 5,618  3,371  67% ¥35

日本製ビ ルの輸出実績(2011年の量の順）

40円前後！
直接輸出は
採算が極め

304 アメリカ合衆国 2,793  2,390  17% ¥52
224 ロシア 2,214  2,181  2% ¥44
112 シンガポール 2,200  1,764  25% ¥54
108 香港 1,955  2,048  ‐5% ¥43
601オーストラリア 1 606 1 696 ‐5% ¥45

て厳しい！
海外では委
託醸造が必
要なわけだ。

601 オ ストラリア 1,606  1,696  ‐5% ¥45
606 ニュージーランド 414  351  18% ¥60
302 カナダ 384  344  12% ¥42
620 グアム（米） 175  297  ‐41% ¥39
110 ベトナム 132  32  309% ¥46

英国205 英国 74  122  ‐39% ¥75
220 イタリア 73  138  ‐47% ¥89
105 中国 61  192  ‐68% ¥90
628 パラオ 47  124  ‐62% ¥38
627北マリアナ諸島（米） 39 98 ‐60% ¥40627 北マリアナ諸島（米） 39  98  60% ¥40
210 フランス 39  193  ‐80% ¥79
その他 127  289  ‐56% ¥68

合計 31,078  23,978  30% ¥43

2011年の直接輸出の4割
以上は韓国向け、大手4社
とも韓国が一番のターゲット

15韓国・ソウルの流通現場にて 2011年9月：ソウル市内の居酒屋、料飲店、ワインバーなどに酒類を卸す大手業者。
その倉庫ヤードには、キリン、アサヒ、サッポロ、サントリー、4社すべて（！）の樽がそろう。すべて、日本からの輸入。

キリン アサヒ サッポロ サントリー
picture: t.kita



銘柄事例
2011年(KL) 2010年(KL) 量の伸び率

2011年350ml缶
換算の輸入価格

103大韓民国 大手流通 11 821 1 364 766% ¥28

（参考）日本への「ビール」の輸入実績(2011年の量の順） 財務省貿易統計から作成

韓国製は非
103 大韓民国 大手流通のPB 11,821  1,364  766% ¥28
305 メキシコ コロナ 6,348  5,829  9% ¥32
206 アイルランド ギネス 4,865  4,739  3% ¥96
601 オーストラリア フォスターズ 3,673  4,602  ‐20% ¥35
208 ベルギー シメイ、デュベル 2,708  2,496  9% ¥73

常に安い！

ギネスとベル
ギービールは
高付加価値

213 ドイツ レーベンブロイ 2,662  2,018  32% ¥54
304 アメリカ合衆国 バド、クアーズ、アンカー 1,982  1,519  31% ¥43
205 英国 BASS 1,469  1,339  10% ¥50
110 ベトナム 333 1,164  390  199% ¥26
207オランダ ハイネケン グロ ルシ 1 023 1 110 ‐8% ¥45

高付加価値

207 オランダ ハイネケン、グロールシュ 1,023  1,110  ‐8% ¥45
111 タイ SHINGA 910  895  2% ¥37
105 中国 青島ビール 757  757  0% ¥36
220 イタリア ペローニ 546  500  9% ¥54
204 デンマーク カールスバーグ 312  1  51,031% ¥32

他その他 2,129  1,871  14% ¥47
合計 42,370  29,429  44% ¥45

2011年(KL) 2010年(KL) 量の伸び率 2011年350ml缶
（参考）日本への「麦芽発泡酒」の輸入実績(2011年の量の順）

2011年(KL) 2010年(KL) 量の伸び率 2011年350ml缶
換算の輸入価格

103 大韓民国 166,700 117,586  42% ¥27
111 タイ 15,489 7,144  117% ¥24
106 台湾 4,646 2,912  60% ¥22
208ベルギ 4 148 1 983 109% ¥32

韓国製発泡
酒の輸入単価
（ 27円）は韓
国製ビールの208 ベルギー 4,148 1,983  109% ¥32

110 ベトナム 2,279 1,488  53% ¥22
その他 824 413  100% ¥30
合計 194,085 131,526  48% ¥26

国製ビ ルの
単価（28円）と
ほぼ同じ！

本（実質 社）から韓国 の 年のビ ル輸出は 万 （ 増）だが 本の韓国（実質 社）からの輸入は ビ ル

16

日本（実質4社）から韓国への2011年のビール輸出は1.3万KL（57％増）だが、日本の韓国（実質2社）からの輸入は、ビール
1.2万KL（766％増！）、発泡酒16.7万KL（42％増）と、はるかに多い！（2011年は特殊要因として3.11の影響があるが）
2011年の輸入ビール＋輸入麦芽発泡酒の合計量約23.6万KLのうち、韓国からのものが約17.9万KL、実に75％を占める！
大手流通に大量に並ぶPB製品を見ると、うなずける数字ではある。



2009年4月、キリンが業 2010年8月、サント 2012年2月、シェア4位2008年まで：ノンアル

国内トピックス：「0.00％」の伸長
2002年の道交法改正

界初の0.00％、発酵
工程を経ない「フリー」
を発売。新市場創生
で一気に前年比2倍。
同年9月には 残り3社

リーの「オールフ
リー」登場。2011年
は首位に。
サッポロの「プレミア
ムアルコールフリー」

だったアサヒが「ドライゼロ」
を発売、大幅増を目指す。
各社の1月時点の計画を
単純合計したのが22.2万
KL。その後、計画を上方

コールといえども醗酵
工程を経るので、0.1
～0.5％のアルコール
が含まれるのが普通
だった。（2004-5年

（飲酒運転罰則強化）で
2003年はノンアルコール
ビール需要が盛り上がる。
国産ではキリン「モルトス
カッシュ」 サントリー「ファイ 同年9月には、残り3社

が追従して4社体制。2
年ほどはキリンの一人
勝ち。

ムアルコ ルフリ 」
も健闘して3位。
2011年はビールの
2.5％が「0.00」。

KL。その後、計画を上方
修正した会社も。
20万KL前後となるのは間
違いいなさそう。

だった。（2004 5年
頃ヒットした「こどもび
いる」は完全ノンアル
コール。）

万KL

カッシュ」、サントリ 「ファイ
ンブリュー」、サッポロ「スー
パークリア」、1986年発売
の宝「バービカン」など。

万KL

22.2 

20 0

25.0 

2012.2.21 日経新聞
12.7 

15.1 
15.0 

20.0 

2012.1.14 毎日新聞4.7  3.9  3.4  3.5  3.5  3.2 

6.3 

5.0 

10.0 

0.0 
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出所：過去の複数の日経新聞の記事の数字（主にキリンの推計による）などから
作成。2008年以前については、より少ない数量だったとする推計もある。



大手4社のジャンル別生産量、「酒類のみ」と「0.00％を含む場合」

kirin 3rd 
beer, 

asahi sapporo suntory

2011年の大手4社の出荷状況：会社別ジャンル比率

beer, 
35%

3rd 
beer, 
35%

beer, 
67%

happou‐
shu, 

,
23%

beer, 
58%

3rd 
beer, 
39%

beer, 
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3rd 
beer, 

happou‐
shu, 
29%

67%10%
58%

happou‐
shu, 4%

pp
‐shu, 
3%

61%

出所：酒類食品統計月報 2012年2月号の記事から作成 小数点以下を四捨五入して％表示

kirin d " “ asahi sapporo suntory

2011年の大手4社の出荷状況：会社別ジャンル比率（「0.00％」を含む）

beer, 
34%

3rd 
beer, 
34%

"0.00%"
, 3%

kirin 3rd 
beer, 
23%

"0.00%“
<1%

asahi

3rd 
beer, 
38%

"0.00%"
, 2%

sapporo

beer, 
33%

"0.00%"
, 9%

suntory

happou‐
shu, 
29%

beer, 
66%

happou‐
shu, 
10%

beer, 
57%

happou‐
shu, 3%

38%

happou‐
shu, 3%

3rd 
beer, 
55%
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出所：酒類食品統計月報 2012年2月号（酒類実績）＋2012.1.14 毎日新聞記事（0.00％の実績）から作成 小数点以下を四捨五入して％表示

以上(2012.07.05/tk)


